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WB 1:500-1:1000,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 72 kDa; Observed MW: 120 kDa
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	CD146は細胞接着、および血管組織の細胞間接合部における内皮単層の接着に関与する。CD146の発現は、メラノーマ細胞が血管系の細胞要素と相互作用することを可能にし、血行性腫瘍の拡散を促進する可能性がある。胚発生期の神経堤細胞において活性化する接着分子である可能性がある。
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	CD146 抗体を使用した Hela、A375、Raji 溶解物中の CD146 のウエスタン ブロット分析。

